


≪内容≫
①性別を答えてください。　［男，女］
②文字を書く際の利き手を教えてください。　［右利き，左利き］
●以下の文を読んで，後の問題に回答してください。
筆順とは，個人の頭中に記憶されているものであり，書字の過程で紙上に具現化されるも
のです。このように考えた場合，個人差が前提となります。これを個人内筆順と呼びます。
一方，書物に示される筆順は，広く学習者が記憶することを想定した，規範性を伴ったも
のです。これを規範的筆順と呼びます。（松本，1997）今回の研究では，個人内筆順は規
範的筆順にしっかりとなぞられたものとなっているのか調査します。直感的に普段用いて
いる筆順で回答してください。
●画像内で赤矢印で印されている画が何画目であるか答えてください。

③田　④金　⑤長　⑥弁　⑦右　⑧状　⑨生　⑩可　⑪万
⑫上　⑬成　⑭打　⑮王　⑯快　⑲皮　⑳臣　㉑非　㉒馬
左図のような画像を全文字用意して質問した。
画を選ぶ基準は，その漢字に含まれる文字形において，最も正誤の
データが得られそうだと予想した画を選んでいる。

㉓筆順に対し抱く印象はどれに最も近いか答えてください。
［必要・重要だ，どちらかといえば必要・重要，特に何も思わない，
　どちらかといえば不要・重要でない，不要・重要でない］

2.2.2 二次アンケート　［中学生22人に実施］
　文献調査の結果と一次アンケートを考察した結果を示し，筆順に対する考えを問いた。
≪内容≫
①以前実施した個人内筆順についてのアンケートには回答したか。［はい，いいえ］
●規範的筆順・個人内筆順について説明
●本アンケートでは，文献調査の結果と，前回のアンケートの結果を提示します。それを
見て質問に回答してください。（後に記載する）

②規範的筆順に対し抱く印象はどれに最も近いか答えてください。
［必要・重要だ，どちらかといえば必要・重要，特に何も思わない，
　どちらかといえば不要・重要でない，不要・重要でない］
③上の問いについて理由があれば教えてください。（自由回答）
④規範的筆順を問うテストは必要だと思うか。［必要，不要，わからない］
⑤学校教育にて筆順の指導は必要だと思いますか？
［常に必要，漢字の部首・部分の指導は必要，低学年のうちは必要，必要ない，その他（自
由回答）］

2.3 分析方法
　二度のアンケートの結果と文献調査の結果を用いて考察し，結論を述べる。



3． 結果
3.1 一次アンケート結果
①性別を答えてください。　［男子18人，女子20人］
②文字を書く際の利き手を教えてください。　［右利き33人，左利き５人］

  
アンケート全体での正解率は71.2％，不正解率28.8％という結果となった。

3.2 一次考察
●男子・女子の筆順に対する適応

●右手・左手の利き手による筆順に対する適応
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●全体に対する考察

3.3 二次アンケート
①以前実施した個人内筆順についてのアンケートには回答したか。
　［はい20人，いいえ２人］
●用語について　（松本，1997）
　筆順とは，個人の頭中に記憶されているものであり，書字の過程で紙上に具現化される
ものです。このように考えた場合，個人差が前提となります。これを個人内筆順と呼びま
す。一方，書物に示される筆順は，広く学習者が記憶することを想定した，規範性を伴っ
たものです。これを規範的筆順と呼びます。
●規範的筆順の肯定意見・批判的意見　（松本，1997）（松本，2012）
〔肯定意見〕
・文字が書きやすい。（運筆に無駄がない）
・文字を整えやすく，読みやすい。（全体の形や線の方向が安定する）
・文字を覚えやすくする。（同じ形は同じ筆順というルールがある）
・学校教育の現場での混乱を防ぐため。
〔批判的意見〕
・文字を書く過程の「整えやすさ」等の機能性で筆順を判断するならば，筆順は複数あっ
てもおかしくない。

・筆順は役に立つ条件を満たしていれば絶対の正解を求める理由がない。
・社会での常識とされる筆順は，複数ある場合がある。
　→規範的筆順は過去一定ではなかった。
・規範的筆順の「運筆に無駄がない」と「文字を整えやすい」には矛盾が生じることがあ
る。

・文字を覚えやすくするという目的の中，規範的筆順で統一し，漢字検定などテストに出
す必要性はあるのか。

・筆順の根拠が文字によってばらばらで，疑問点が多い（右と左など）
●前回のアンケートの結果（3.2の情報を記載）
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②規範的筆順に対し抱く印象はどれに最も近いか答えてください。

③上の問いについて理由があれば教えてください。（3.4にて記載）
④規範的筆順を問うテストは必要だと思うか。

⑤学校教育にて筆順の指導は必要だと思いますか？

3.4 二次考察
①回答の実施・未実施の差
　得に見られなかった。未実施者が２人しかおらず違いを見つけられなかった。

②，③印象による筆順に対する考え方の差
●肯定派の意見（必要３人，どちらかといえば必要８人）
・規範的筆順により漢字の形の個人差が減って識字しやすくなる。
・文字を覚えやすい・書きやすい・整えやすい，伝統である，礼儀である　など
・必要と回答した人は、筆順の教育が成功しており、現実に対する必要性の実感がある。
・どちらかといえば必要と回答した人は，筆順の機能性を無意識のうちに実感できており，
　成り立ちや意義についても意識がある。

●中立派の意見（特に何も思わない３人）
・書ければ何でもよい。自分の記憶で書きにくさを感じない。
・どちらかといえば否定的な意見。

●否定派の意見（どちらかといえば不要２人，不要６人)
・例としては必要。書きやすく書けばよい，形，字として成立していればよい。
・左利きには厳しい，教育方法に問題がある　など
・漢字に対しては，美しさを意識するため，過程はどうあってもいいという考えがあ
り，基礎の教育ができていれば良いと考えている。

④筆順テストの必要性について
規範があっても統一させる必要はないなど，テストに対しては不要が大意である。
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⑤学校教育での必要性について

4． 結論
　二度のアンケートの結果，筆順を常に必要とする教育は難しく，全体のニーズには合わ
ないということが分かった。そこであえて筆順教育を定着させるには，低学年の漢字・部
首・部分について指導を徹底して行うべきだと考えた。また，書きやすく書ければよいと
いう考えがある反面，筆順自体は「常識である」など必要という概念は根付いている。規
範的筆順を不要と感じる人を減らすためには，意識が高いほど不正解数が少ないという点
から，機能性を実感させるような，筆順の存在価値を教育すればよいと考える。「存在価値
をどのように教育するか」を考えることが今後の課題である。
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常に必要と考えるのが従来と変わらず良い方法であるのは間違いないが，不正解率28.8
％の結果を見ると，その方法が結果として意識の向上には繋がっていないと考える。筆順
の学校教育の必要性は高いと言えるため，他の方法を用いると良いのではないか。




